
第 1回深川地区社会福祉協議会会長賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表彰者 

左から 

村岡利子様 サロン「いすゞ会」代表 

上田利明様 元地区社協理事と「板４サロン花爽会」代表 

安部多恵子様 サロン「グリーングループ」代表 

令和 7 年度も地域福祉実践者の表彰を行います。地域で活動されている福祉実践者を自薦他薦を問い

ませんので譲歩をお寄せください。 

長門市社会福祉協議会会長賞・感謝状 

 

表彰者 

左から 

橋本憲治様 地区社協理事 

久保悦子様 サロン「松の会」代表 

岩藤睦子様 地区社協理事 

安永加津子様 サロン「えんがわ」代表(表彰式欠席) 

 

深川地区福祉エリア支援員が交代しました。 高木悦子さん よろしくお願いします。 

職務内容 

（ア）地域の巡回、状況把握及び課題分析 

（イ）地域のあり方に関する話し合いの促進 

（ウ）課題に応じた具体的方策の検討及び推進 

（エ）地域福祉団体、住民及び行政との連絡調整 

（オ）地域福祉の増進活動 

（カ）ミッションとして、以下を想定 

 ○集落で実施の高齢者サロン等への参画 

 ○集落で実施の三世代交流への参画 

 ○高齢者世帯の巡回 

資格 看護師、保健師、または作業療法士 
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たより 

ふかわ地区社協 
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ながと SDGｓマルシェ テーマ：防災と資源活用(3R) 

みんなで 「支え合い」「学びあい」「楽しむ」 

防災  

地震や津波などの自然災害は、時として、想像を超える力で襲ってきます。しかし、日頃から防災対策を

しておくことで、被害を少なくすることはできます。 

・けむり体験（消防署）  

・防災メール啓発と避難所環境（テント・ベット・トイレ）・防災リュック（危機管理課） 

・防災 VR体験（深川地区社協） 

 ・１００均でできる防災バック、防災展示（市社協） 

 

資源有効活用(3Ｒ) 

3R は、Reduce（リデュース）発生するごみの量を減らす、Reuse（リユース）ものをくり返し使う、

Recycle（リサイクル）使い終えたものを再生利用するの 3 つの語の頭文字を取った言葉です。環境保護

や廃棄物削減に関するキーワードとされています。環境を守り、資源のムダづかいをなくしてごみの排出

量を減らすという考え方です。 

燃えるゴミの水分量を減らす 

ごみのおよそ 80％は燃えるごみで、燃えるごみのおよそ 45％は水分です。 

① 水切りの方法 

② 水にぬらさない工夫 

ゆずり合いの循環とリフォーム 

小さいお子さんの品物は短い期間使用し、「まだまだ使える」ものを次の方にゆずる仕組みを整え活動し

ています。今回のマルシェでは、チャイルドシートやベビーカー、服などの品もあります。 

ハンドメイド：今回子供服やゆずられた布を活用し、袋にリフォームして実費で製品として販売します。 

※ローリングストックという考え方 

ローリングストックとは、普段から少し多めに食材、加工品を

買っておき、使ったら使った分だけ新しく買い足していくこと

で、常に一定量の食料を家に備蓄しておく方法です。ローリン

グストックのポイントは、日常生活で消費しながら備蓄するこ

とです。食料等を一定量に保ちながら、消費と購入を繰り返

すことで、備蓄品の鮮度を保ち、いざという時にも日常生活 

に近い食生活を送ることができます。 

R7年度深川地区社協行動計画 
住むよいまちになるように、地域の課題から今年度は 6 つ①地域の福祉、②防災(火災)、③資源有効活

用、④いつまでも、いつも「健康で元気」、⑤お出かけサロン(予定)、⑥レググッズ貸し出し(要予約)のこと

を重点に取り組みます。 他団体と連携し地区社協にできることを考えていきます。 

 

 

継続事業 

子育て支援 妊婦さん応援(母子手帳交付時)、初めてポーチ(保健師訪問時) 

料理教室  子供料理教室、大人料理教室 依頼に対応 

地域イベント応援 地域のイベントに参加(たい焼き) 

ながと SDGｓマルシェ 年 2回開催 

サロン訪問 福祉エリア支援員と共に 

補助金 1サロンに 10,000円、わくわく土曜塾 20,000円 

 

 

 

 

 

 

 

はじめましてポーチ          にぎわいマルシェ風景       おいしいよ！たい焼き 

1 地域の福祉 自治会連合会、市社会福祉協議会と話し合いの場を持ち地域の課

題を話し合います。 

2 防災(火災) 

 

3 団体交流会で、消防署からの情報と、現状と課題について話し合

います。 

県の VRを借りて防災について知る場をつくります。 

防災士習得支援を考えていきます。 

3 資源有効活用 3Rを目的にして、 

子供さんを中心としたゆずりあい(必要で無くなった品物を必要な

人に)を届けます。 

服などをリフォーム、新しい品物(袋など)に変えて提供していきま

す。 

ゴミの分別を生活環境課と共に声かけしていきます。 

4 いつまでも、いつも

「健康で元気」 

 

福祉セリア支援員と共に、今年度は、転ばない筋力測定を行ってい

きます。骨折で、動けなくなることが多いことから握力維持を声か

けします。 

5 お出かけサロン 

(予定) 

高齢者の社会参加を目的に試行的に実施します。  

サロンにお出迎え、フジにて(運動、買い物、食事)をして送ります。 

6 レググッズ貸し出し

(要予約) 

子供から大人まで深川地区の行事にレクレーショングッズを貸し出

します。使用説明や貸し出し場所に時間があれば出向きます。 

深川地区社協たより ２P 

深川地区社協たより P3 

Reduce

（リデュース）

•ゴミの分別

•水分量の減量

•生活環境課

Reuse

（リユース）

•ゆずり合いの循環

•子供品物

•深川地区社協

Recycle

（リサイクル）

•リフォームし再度使用

•袋製品など

•深川地区社協

防 災 資源活用 3Ｒ 

参照：日本気象協会 
深川地区社協たより  2P 


